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小・中学生のキャンプ体験に関する研究（第2報）

―新潟大学公開講座の事例から―

大 橋 正 春 * ・ 長 井 健 二 * * ・ 高 橋 健 一 * * *

1 . はじめに

平成1 3 年度より新潟大学教育人間科学部の公開講

座として , 小 ･ 中学生 のキャ ン プ教室が実施されて

い る｡ 平成1 4 年度も第 2 回目の キャ ンプ教室として

実施された ｡ 前回同様自然体験活動をとおして教育

的あるい は社会的効果をねらいとして い るもの であ

る
｡ すなわち, 現在の 子どもたちににと っ て機会が

減少して い る直接体験をキャ ン ププ ロ グラム の内容

とし, 自然 の理解や共同生活の 体験等により豊かな

人間性を育むことを趣旨として い るもの である｡

参加対象につ い て は, 異年令間で交流がで き, あ

る程度自分自身の 行動がとれる年令ということで小

学 4 年生から中学 1 年生まで として い る｡

本研究は, 前回と同様の プ ロ グラム 内容で実施す

る中で , 参加者 の意識すなわちどの程度 こ の キャ ン

プに対する効果が得られたかをかを前回の質問紙法

に よる結果と比較検討しながら検証し, キャ ン プ活

動における指導の -

資料とするもの で ある｡

2 . 研究方法
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平成1 4 年 8 月2 7 日 - 3 0 日

小学4 年 - 中学 1 年男女5 4 名

質問紙法による意識調査

行動観察法

3 . 結果及び考察

1 ) 参加者に つ いて

本キャ ン プの参加者の内訳に つ い て は表 1 に示 し

たとおりで ある｡ またプ ロ グラム に つ い て は表 2 に

示したようにほぼ前回と同様の 内容にな っ て い る｡

参加者の 内訳につ いて 前回と比較すると, 2 0 名

程度人数の増加が見られた｡ 特に, 小学 4 ･ 5 年生

の 参加者が増えてい る｡ 男女の割合や各年齢層の 比

率につ い て は, 若干女子の参加が増えて い るが ほぼ

同様 の傾向が見られた｡ 人数の増加につ いて は, 数

名昨年の参加者が見られた こと, また今回の 募集に

あたり前回参加者の 宣伝効果とい っ た ことも - 因し

て い るの ではない かと推測される｡ 異年令間の交流

による社会性 の意図を踏まえれば, もう少 し上級生

の参加があればと考えられるが, 傾向として はほぼ

前回と同じような状況であ っ た ｡

表 1 参加者の内訳

小 4 小 5 小 6 中 1 計

男子 1 5 16 9 ･3 4 3

女子 5 4 1 1 1 1

計 20 2 0 1 0 4 5 4

2 ) プロ グラムに つ いて

プ ロ グラム に つ いて 払 表 2 に示 したように1 3 年

度と同様 の内容であるが, これは前回ほぼこちらの

意図する効果が得られたの で はないかとい う結果を

基に実施したもの で ある｡

活動内容につ い て 払 小規模な活動から身体的に

も多少負荷の かかる大きな活動まで 配慮 して構成さ

れて い る ｡ それぞれの活動につ い て参加者の興味を

引くように , あるい は主催者側の意図して い るとこ

ろ の協力 して 物事を遂行する社会的行動 の 向上 と

い っ た観点からそれぞれ構成されて い る｡ 活動内容
の様子 に つ い て は前回報告 した ような様相で推移 し

た｡

一

般にキャ ン ププ ロ グラム の 内容決定に あた っ て
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中学生の キャ ン プ体験に関する研究 (第2 報)

は, 主催者側の 目的を踏まえた上で , 様々 な要素に

配慮することが必要となる｡ 主なも の はまず参加者

の 把握である｡ すなわち対象となる参加者の 年齢,

性別, 経験の 有無, 体力水準などの考慮である ｡ さ

らにカウンセ ラ ー を含めたス タッ フ全体の 運営組織

から導かれる各プロ グラム の リス ク マネジメン トと

い っ たこと - の 配慮で ある｡ 特にリス ク マ ネジメン

トにつ いて は, い かに活動中に発生する事故やトラ

ブルを防止するか, 万が
一

の 場合にどう対処するか

とい っ たことにつ い て事前に充分検討して おく必要

があるo リス クが含まれるプ ロ グラム活動は, 一 面

魅力的な活動で ある要素もあるの で , そ の辺の バ ラ

ンス をよく考慮する必要がある｡ 活動内容によ っ て

は, 専門家に指導を依頼し, 安全管理 には細心の注

意を払う必要がある｡ 本プ ロ グラム におい て も前回

人気の高か っ たカヌ ー などは, 魅力的活動で ある反

面, 水に関する安全管理が非常に重要であるため,

専門の指導者に依頼 し, 技術能力に応じた班別指導

を実施して い る｡

3 ) 参加者の動機に つ いて

キャ ン プ教室参加の動機の程度につ いて 示したの

が表 3 である｡ 項目の中には, 体験や活動に対する

もの と, 人間性や社会性に関するも のが上 げられて

い る｡ 意欲の程度の高いもの を上げると体験活動に

関して は, ｢ 自然の 中で 新 しい 体験をした い｣ ｢ カ

ヌ ー をして みたい｣ ｢ キ ャ ンプフ ァイヤ ー をしてみ た

い｣ などで ある｡ また人間性 ･ 社会性に関するも の

につ いて は｢ 家や学校では学べ ない ことを学びたい｣

｢新しい 友達をたくさん作りたい｣ ｢ 1 人で何でもで

きるようになりたい｣ ｢ 誰とでも話が できるようにな

りたい｣ ｢ 責任を持 っ て 行動が できるよう になりた

い｣ ｢ 自分に自信をつ けたい｣ ｢ 自然を大切にした い｣

などで ある｡ 意欲程度 の高いカ ヌ ー に つ い て は, 体

験した こと の ない ダイナミ ッ クな活動に対する興味

の現れと前回参加者の経験からくる興味の両面含ん

で い ると考えられる｡ キャ ン プフ ァ イヤ ー

に つ い て

も同様で あると考えられる｡ 社会性 につ いて の特徴

として ｢友達を作りた い｣ と い う感覚と ｢ 一

人 で何

でもできるように｣ とい っ た自立する感覚が同程度

の レ ベ ル にあると いうこと である｡

こ の結果の 中で , 先に示 したように ｢ 自然を大切

に したい｣ と いう意欲がある 一 方で , ｢ 自然環境問題

に つ い て 考えた い｣ と い うことに はあまり積極的で

な い ｡ こ の ことは, 参加者の 多い小学 4 ･ 5 年生

あたりで は , 自然の 大切さは認識で きるが, 環境間
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題となると難 しい感覚が作用して い るの で はないか

と思われる｡

前回の結果と比較して み ると, 全体として意欲的

傾向の 強い項目に つ いて は , ほぼ同じで あ っ た ｡ し

か しながら, 各項目すべ て におい て割合の増加傾向

が見られた｡ 今回は全体の 人数や男女比等に違い が

あるた め単純 に比較す る こ とは で きない が, ｢ カ

ヌ ー

｣ ｢ キ ャ ン プフ ァイヤ ー

｣ ｢ 友達づくり｣ とい っ

た項目におい て昨年よりさらに強い意欲傾向を示し

た
｡
これは, 前回と同じ参加者が何名か い るため,

経験を踏まえた上 での 意欲傾向を示 した ことも 一 因

と して 考えられる｡ キ ャ ン プフ ァイ ヤ ー に つ い て

は, 前回の倍近い増加傾向を示 して い る｡

4 ) キャ ンプ教室における ｢ 楽しさ｣ 感覚

キ ャ ンプ体験 の中で 主に ｢楽 しさ｣ に対する感覚

を示したの が表 4 で ある ｡ 楽 しさ感覚の特に強い 傾

向は, 社会性 の要因の 項目におい て は ｢ 家や学校で

は学べ ない こと｣ ｢ カウンセ ラ ー やス タ ッ フとの 楽し

い交流｣ などで ある｡ またプ ロ グラム の内容からは

｢ 自然の 中で の い ろい ろな楽 しい体験｣ ｢ カ ヌ ー

｣ ｢ プ

ロ ジ ェ クトア ドベ ンチ ャ ー

｣ ｢ ニ ジ マ ス の つ かみ取

り｣ ｢ 選択プロ グラム｣ ｢ キ ャ ン プフ ァイヤ ー

｣ など

主なプ ロ グラム 活動の すべ て におい て7 0 % 以上の 子

どもが楽しさの感覚を強くも っ て い る｡ そうい っ た

点から推察すると, 今回の プ ロ グラム活動は子ども

の 満足度という点におい て は成果があ っ たもの とい

える ｡ カ ヌ ー 活動は参加動機にお ける予想と 一 致し

た結果で あるといえる｡ また, 最も楽しか っ たもの

が ｢ ニ ジ マ ス の つ かみ取り｣ ということが非常に特

徴的で ある｡ 表 4 の選択プ ロ グラム の 項目の 中で ,

最も人気が高く, 子どもたちが興味を示したの が原

始的な ｢ パ チ ン コ 作りと活動｣ であ っ た ｡ 二股の枝

を利用して ゴム を使 っ て石を飛ばすとい う原始的な

遊びに子どもたちは夢中になるほど興味を示 した.

テ レ ビゲ ー

ム 世代の 子どもたちで あるが , ｢ ニ ジ マ

ス の つ かみ取り｣ や ｢ パチ ン コ 作り｣ とい っ た原始

的な活動の方が自然環境の 中では日常とは違 っ た,

ふ だんあまり経験 の ない 楽しさの 感覚を覚える の で

はない かと推察される｡

キ ャ ンプ終了直後に自由記述形式で書 い た感想文

の 中で も, 一 番楽しか っ たもの が ｢ ニ ジ マ ス の つ か

み取 り｣ で 一 番感動 したも の が ｢ キ ャ ン プ フ ァ イ

ヤ
ー

｣ と答えて い るもの が最も多か っ た ｡

前回 の結果と比較して みると, それぞれの 項目に

お い て若干増加傾向が見られるが, 全体の 傾向は ほ
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表3 参加者の 動機に つ い て
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1 自然の 中で新しい経験をしたい o 6 テ ントの 中で寝て み たい o 1 1 忍耐力やしんぽう強さを身に つ けた1 1 6 貴任をもっ て行動ができるようになりたい o

2 家や学校では学べ ない ことを学びたし7 野外で料理を作りたい ｡ 1 2 積極性を身に つ けたい . 1 7 自分に 自信をつ けたい o

3 新しい友達をたくさんつ 〈りたい o 8 カヌ ー

をしてみ たい c 1 3 集中力を身に つ けたい o 1 8 自然を大切にしたい ｡

4 自分をため してみ たい c 9 キャンプファイヤ
ー

をしてみたい ｡ 1 4
一

人で何でもできるようになりたい ｡ 1 9 自然環境間滝に つ いて考えたい o

5 たくましくな
L
) たい o 1 O キャンプの 基礎知識を身につ けたい 1 5 誰とでも言舌ができるようになりたい ｡

表 4 キャ ン プ教室を体験して

4 0

3 0

20

1 0
i

0
■ 2 3 4 5 7 8 9 1 0 1 ー

団 思わない 0 I 3 2 0 1 0 0 0 0

ロ あまり

園 ふ つう

E] 少 し

ー 0 8 0 0 2 1 1 0 2

3

1 0

4 T 5
- 一ー
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9 7 3

5

6 4 5 3

7 4 7 8 2 8 5

3 3 9 3 0 3盲
~

1 自然の 中で楽しい体験ができましたか ｡

2 家や学校 では学 べ ない ことを学ぶ ことが できましたか ｡

3 集団生活はうまくいきましたか｡ ( 協 力､ 団結など)

4 新しい 友達ができましたか ｡

5 カウン セラ ー

や スタッフと楽 しく活動できましたか ｡

7 カヌ ー は 楽しか っ たですか ｡

8 プロ ジェクトアドベ ンチ ャ
ー

は 楽しか っ たです か ｡

9 ニ ジマ ス の つ か み 取りは楽しか っ たですか ｡

1 0 選 択プログラム は楽 しか っ たですか ｡

1 1 キャ ンプファイヤ ー は楽しか っ たで すか .
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表5 つ らか っ たことは何ですか
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1 0

0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0

El 思わない 26 2 6 31 3 4 2 7 1 8 2 8 2 8 3 0 3 9

□ あまり 8 6 5 5 5 7 4 4 5 4

b ふ つ う 3 5 6 5 4 5 5 5 1 1

ロ少し 5 6 2 0 4 4 2 2 5 0

田思う 3 2 1 1 5 l l 6 6 5 ー

1 家族とはなれ て生活したこと｡
2 集団で 生活したこと

｡

3 野外炊飯がうまくできなか っ たこと
｡

4 自分が動かないと誰も動い てくれなか っ たこと｡
5 テントで よく眠れなか っ たこと｡

6 虫などに刺されたこと｡
7 カヌ ー

で よく前に進まなか っ たこと
｡

8 朝､ 早起 きすること｡
9 友達とうまくいかなか っ たこと

｡

1 0 カウン セラ
ー とうまくいかなか っ たこと

｡

表 6 キャ ンプ教室で学んだこと

2 5

2 0

1 5

1 0

5

0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 ー1 ー2

I 思 わない 3 6 5 4 3 5 2 4 2 7

4

1 8

4

2

1 4

3

□ あまり 3 3 3 6 2 2 3 1 5 0

a ,5 ､ つ つ 2 1 2 2 1 5 1 8 ー6 1 2 1 6 E) 1 3 1 ー

□ 少し

≡:妻: :
= =

4

1 4

4

1 0

8

1 4

5

ー2

7

1 7

8

1 8

7 7

1 7 2 2

5

2 0

6

1 0

1 3

ー2

7

2 4

1 自然 に興味 ･

Bg 'b をもつ ことo
2 自分に 自信が つ い たこと｡
3 何 に でもチャ レンジすること

｡

4
一 人で何 でもすること

｡

5 誰とでも話をすること
｡

6 食 べ 物を大切 にすること｡

7 仲間と協力すること｡
8 時間を守ること｡
9 助け合うこと｡
1 0 自然 環境 に つ いて 考えること｡
1 1 仕事 を分担 して すること｡
1 2 キャン プ生活を楽 しく過ごす こと

｡

1 5 9
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ぼ同様の 傾向を示 して い る｡ しか しながら ｢ ニ ジ マ

ス の つ かみ取り｣ とい っ た原始的な活動に対する興

味関心 の割合が顕著に増加して い る の が特徴的で あ

る｡ こ こに おい て も, 2 度目の 参加者に よる楽しさ

の 意識感覚が
一 因として 作用して い ると考えられ

る｡

5 ) キャ ンプ教室における ｢ つ らさ｣ 感覚

キャ ン プ生活は, 社会的な共同生活を営むため時

として順応で きずに苦労する子どもが出て くる場合

がある｡ 表 5 は ｢ つ らさ｣ 感覚に対する
一 般的なこ

とを問い かけた場合の結果を示 したもの で ある｡

本キャ ン プ教室の結果 の場合, す べ て の項目にお

いて , つ らさに対する負の イメ ー ジは ほとんども っ

て いな い o キ ャ ン プ活動古も 気象条件の 変動や トラ

ブル に よ っ て 予定通り遂行できない場合がある｡

本キ ャ ン プにお い て は, 前回同様気象条件 に恵ま

れ, 3 泊 4 日とい う期間の 中で ほ ぼ予定の プ ロ グラ

ム が消化できた ｡ そ の ため子どもたちは, 先に示 し

た ｢ 楽しさ｣ の 感覚がより強く作用 し, ｢ つ ら い｣

と い う負 のイメ ー ジを弱めて い ることも
- 因と考え

られる ｡ しか しながら, 気象条件の 変動や人間関係

がうまくい かな い 場合には当然ス トレ ス が作用し

｢ っ らさ｣ 感覚にも影響を及ぼすもの と考えられる｡

こ の 結果で特徴的なことは ｢ 虫に刺された こと｣

を つ らい と答えて い る子 どもが3 0 % 以上 い ることで

ある ｡ 虫とは蚊をは じめとするち ょ っ と したもの で

あるが, ふだ ん ｢ 虫｣ を遮断する生活をして い るた

めに非常に気になる ようで ある｡

前回の結果と比較すると, 全体の傾向はほ ぼ同じ

で あるが, 負 のイメ ー ジの程度が今回の 方が軽減さ

れて い るようで ある｡ これも経験者 の参加によるも

の で はない かと推察される｡

6 ) キャ ンプ教室で 学んだこと

こ の キ ャ ン プ教室をとお して 学んだ ことに つ い て

い く つ か の 項目に関 して 示 した の が表 6 で ある ｡

本キ ャ ン プは野外教育的な側面も趣旨として い る

の で , 子 どもたち に様々 な体験をとお して学んで 欲

しい と いう意図がある ｡ しかしながら参加者に と っ

て は, 学校と異なり ｢ 学ぶ｣ と い う意識はあまり強

くない の で はな い か とい う ことを踏まえて結果 を認

識する必要がある｡ すなわち, 同 じような内容の項

目でも, 参加動機や楽 しさの 視点か ら設問した場合

と ｢ 学ぶ｣ と い う聞き方を した場合で は意識の 持ち

方に違い が見られ ると思われ る｡

表 6 の結果より多く の項目にお い て ｢ 学び｣ の意

識の 強さは普通程度で ある ことがうかがえる ｡ すな

わち学ぶと いう意識はあまり強くはも っ て いない と

いうことで ある｡ そ の ような中で ｢ 学ぶ｣ 意識が特

に強か っ た の は ｢ 時間を守る こと｣ ｢ キ ャ ン プ生活

を楽しく過ごす こと｣ で あ っ た｡ それに続い て比較

的意識の 強か っ たもの は ｢ 誰とで も話をする｣ ｢ 食

べ 物を大切 にする｣ ｢ 助け合う｣ などで ある ｡
｢ 時間

を守る｣ ｢ 助け合う｣ とい っ た ことは, キ ャ ン プと

い う共同生活の 中で 自分がきちんとしない とどの よ

うな支障をきたすかと いう ことがかなり認識できた

の で はない かと思われる｡ ｢ 食 べ 物を大切 にする｣

は, 飯ごう炊飯等にお ける調理やゴミ処理 を経験す

る中で, そ の ことを理解した の で はな い かと思われ

る ｡ また ｢ キ ャ ン プ生活を楽しく過ごす｣ ことに つ

い て は, 先の プ ロ グラ ム 内容 の 結果で 示 し たよう

に, 各活動に対する楽しさの 満足度が高か っ たため

に, そうい っ た意識を強くも っ たも の と推察され

る｡ 前回の結果と比較するとこれも全体の 傾向はほ

ぼ同じで あ っ た｡ ただ ｢ 時間を守る｣ という項目に

つ い て は前回よりもかなり意識の 強さが見られた ｡

先に述 べ たように, 野外教育的側面をもつ 活動を

実施する場合, 主催者は効果を期待して 実施する｡

一

般に野外教育に期待される効果として 次の ような

項目が上 げられる ｡
｢感性や知的好奇心を育む｣ ｢ 自

然の 理解を深める｣ ｢ 創造性や向上心, も の を大切 に

する心を育て る｣ ｢ 生きる力を育て る｣ ｢ 自主性や協

調性, 社会性を育て る｣ ｢諸活動の 楽しみ方を学ぶ｣

｢ 心身の リフ レ ッ シ ュ や健康
･ 体力の増進｣ などで

ある｡ もちろんプ ロ グラム の内容をは じめとする多

く の要因に よ っ て そうい っ た効果がす べ て 期待でき

るとは限らない ｡ また主催者が予想した効果を価値

観の 意識 の違い 等によ っ て , 必ずしも子どもたちが

反応するとも限らない ｡ しかしながら, 結果として

ある程度の効果をねらい ながら運営を図 っ て い くこ

とは重要なことで ある｡ 先に示 した ｢ 学び｣ に つ い

て の結果にお い ても, 子 どもたちが こちらの意図す

る効果 をどれ だ け認識 した の か を把握するため に

は, 今後より詳細な調査分析が必要に なると思われ

る｡

7 ) 行動観察の結果か ら

これ まで 述 べ てきたように, 各プ ロ グラ ム にお け

る個々 の活動に つ い て は, 子 どもたちの 多くが楽し

みながら取り組んで い る ことがわか る｡ し か しそれ

以外の 生活時間, すなわち自由時間や テ ン ト内生括
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などの場面におい て は, 生活上 の 問題が生 じる場合

がある｡ 本キャ ンプ教室は, 縦割りの瑳編制の基 に

各班に大学生カウンセ ラ
ー を配置して い る｡ すなわ

ち, 問題行動が生じたときに, カウンセ ラ
ー の指導

に よ っ て より円滑な班生活が運営できるようにする

もの で ある｡ カウンセ ラ ー の瑳内行動観察あるい は

キャ ンプディ レクタ ー の全体行動観察によ っ て , 時

として 生活上 の問題が生じて い ることが見受けられ

る｡ 本キャ ン プにおい ても, 自由時間やテン トで の

生活の 中で ｢ わがまま｣ ｢ 自分勝手｣ ｢ ひとりよがり｣

とい っ た子どもとによく見受けられる行動を示すも

のが時として若干見受けられた｡ そうい っ た社会的

適応の 問題は, 指導に よ っ てすぐ変容するも のから

性格も含めて 指導が かなり困難なも の まで様々 な

ケ ー

ス がある ｡ 本キャ ンプ において は, 各班のカウ

ンセ ラ
ー の指導や全体を統括 して い るキ ャ ンプディ

レ クタ ー の 指導に よ っ て 運営に支障をきたすような

状態は生 じなか っ たもの の , カウンセ ラ ー の指導を

受ける子は若干名見受けられた｡ 本キャ ンプ教室 の

ように集団生活で実施する場合, 子どもたちの社会

適応とい っ た問題につ いて , 事前に解決の 方法を検

討しておく必要がある｡ しか しながら, 実際現場で

生 じてくる様々 な現象は, 状況判断に よ っ て よりよ

い 方向 - 解決して い かなければならな い部分が多分

にある ｡ 問題が 生 じた際には, キ ャ ン プカ ウン セ

ラ
ー やキャ ン プディ レ クタ ー

の 連携に よ っ て より適

切な方向 - 導く必要がある｡

5 ヒ まとめ

1 ) 本キャ ン プに おける子 どもたちの 意識調査 の結

果は, 前回と比較した場合, 全体として はほ ぼ同

様の 傾向を示 した｡

2 ) 子どもたちの本キャ ン プ活動に参加する際の動

機は, ｢ 学ぶ｣ と いう感覚よりは ｢ や っ て みた い｣

｢ 楽しみた い｣ と いう感覚が強か っ たとい える｡

しか し, そうい っ た感覚が ｢ 学ぶ｣ と い うことに

連動 して い る側面が多分 にある ことが推察でき

る｡

3 ) 参加動機や楽しさの感覚にお い て は, 前回参加

した経験者の 影響が示唆された ｡

4 ) 本キャ ン プ教室における子どもたちの意識調査

の結果から, 今回の 運営目標は, ほぼ達成できた

と考えられる｡
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